ザイトクカイ ノ ロンリ 24 : ロウソ センジュウ カラ ミギ センカイ シタ Xシ ノ バアイ by Higuchi, Naoto
徳島大学地域科学研究 	 第３巻 	 







Logics of Zaitokukai Activists (24) 
The Case of Ms. X 
 
HIGUCHI Naoto 














 	 （20 歳の時には）ないような気がしますね。
まったくなかったです。最初はなかったんです
よ。（選挙には）行ってました。棄権したことは
                                                
1  徳島市南常三島町 1-1 	 徳島大学総合科学部
（higuchinaoto@yahoo.co.jp）。これまでのまとめと
して、樋口（2012a, 2012b, 2012c, 2012d, 2012e, 
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トルがあっちに向いたのかこっちに向いたのか、
ということだと思ってもらえばいいです。 
ただ、だからといって組合にいてね、それを
威張って言うような関係ではないんですね。だ
から私は自分で、当時は国粋主義者だという風
に言ってましたよ、自分で。そういう人じゃな
い人を売国奴とか言ってましたよ、当時。頻繁
には言わないけど、そういう感覚はありました
よ。自分の中で日本が好きだというのをかっち
り持ってましたけど、外には口にできない。そ
ういうことに対しては、ストレスが多いという
か。 
（変化したきっかけは）いろいろ教えてくだ
さった先生たちがよかったですね。学校ではな
いところでいろいろ教わっていたので。その時
にそこで教わっていることが、「今、男女共同参
画社会で女が権利ばっかり主張することがおか
しいんじゃないか。あなたたちは権利じゃなく
て義務を遂行しているのか」と言われたりとか
してたんですよ。そうすると、「確かにね」とい
うところに立ち戻れるようなことを問いかけら
れることが多かったんですね。 
 	 うまくいえないんですよ。宗教的なイメージ
というか、宗教団体と行ってしまうと大げさな
んですけど、人生——精神修養の訓練みたいな。
だから気功とか同じなんですけど、そういうい
ろいろなことを教えてくれるところがあったの
で。そこで教わったことですね。いろんなこと
を教わった時に、自分で学び取っていたという
よりも、教わって気がついていったという、目
覚めていったという感じですね。 
 	 （通ったきっかけは）どちらかというと、自
分を変えたいとか、そういう何て言うんですか、
セミナーみたいな感じ、そんな感じです。自己
啓発のセミナーみたいな感じの団体です。自分
を変えたいとかあるじゃないですか、自分の性
格を変えたい、このままじゃいけない。そこら
へんからですよ。どちらかというと。そこで教
わったことが、この団体自体があたしには非常
に合っていたというよりも、正しい——自分は
偉そうに言ってはいけないんですけど——正し
く導いてもらった気がします。自己啓発の団体
と言うと怪しい感じに聞こえるので、宗教とい
うのも非常に怪しい•･•･•･説明がしにくいです、そこ
ら辺は。まあ団体で。今でもちょこちょこ、あまり
行かないんですけど、最近。ありますよ。そういう
感じ。 
 	 （価値を見いだしたのは）なんでしょう。しっく
りくるからじゃないですか、自分に。うーん。やっ
ぱ簡単にいえばはまったという感じですね。しっく
り来るという感覚、いろいろな物事にあたしは最近
ぴったり来ると、それを自分の中で基準にしようと
思ってるんですね。たとえば日本人としてとか、日
本の文化を守ろうとか、それ以外——むしろ逆にね、
男女平等だったりとか。自分の中に何かわからない
んですけど、何かしっくりこない。たとえば今も女
系天皇の話があって、女系宮家を作るとか、何か据
わりが悪い感じです。なんでそういう今までなかっ
たことをやろうとしているんだろう、何か据わりが
悪い感じというのは何かおかしいんだろうと、私は
信じるようにしています。日本の文化が好きなのに、
日本人はなんでこんなことしておかしい。ずっと据
わりが悪かったのが、私の中でぴたっとはまったの
は、そうではないよという、その感覚。「ああこれ
これ、これよね」って、すぽっとはまる感じなんで
すよ。男女平等、男女共同参画とかいうと、何かそ
れに対していろんな講釈がつくんですよ。何か据わ
りが悪い。で、家族が大事とかいうね、そういう形
になった時にこれがすっきりする、しっくりくると
いう感じなんで。それに従っているだけですよね。 
教わっていることも、自分の耳が痛いかもしれな
いけども、自分を鍛えるというんですか、他人を先
に自分を後にできるようにしたいなということで
すね。「自分が自分が」っていくんですよ、それは
それで。あれが食べたいとか、あれがやりたいとか
でいくんですけど、（自分を後に）できるのにした
いなという思いがあるから、そういうことを教わる
意味がある。自分が、ダメな自分をもうちょっと何
とか良くなろう、良くしたいという気持ちが、そこ
ら辺とつながっている。今日本を何とかね、守りた
いって。自分のことは後、人のことの先にしたいと
いう気持ちが、それでありたいというのが一番今は
大きいかなあ。難しいな、そんなに偉そうなことじ
ゃないのになと思いながら言っているんですけど、
そういう気持ちはありますね。気持ちとしては。だ
から何か自分が先ではなく、国のために何ができる
